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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動分析装置であって、
　複数の試薬容器を試薬保冷庫内に保冷して保持し、前記試薬保冷庫内の試薬容器を移動
可能に保持する試薬ホルダ、および前記試薬保冷庫に対して垂直方向に移動することによ
り、前記試薬保冷庫に対して試薬容器を搬入出させる試薬ローダを内部に収容する試薬保
冷庫と、
　前記試薬保冷庫の上面を覆い、前記試薬ローダが通過可能な開口部を有する試薬保冷庫
カバーと
　試薬ローダの移動を指示する指示手段と、
　前記試薬ローダを制御する制御装置と、
　を備え、
　前記自動分析装置が実行する分析動作の１サイクルは、
　　試薬容器を撹拌機構のアクセス位置まで移動させる第１動作、試薬容器を前記撹拌機
構のアクセス位置から移動させる第２動作、および試薬容器を試薬分注機構のアクセス位
置へ移動させる第３動作を実行する第一の時間帯、
　　試薬容器の搬入出のための動作を実行する第二の時間帯、
　を含み、
　前記制御装置は、前記第二の時間帯に前記指示手段により試薬ローダの駆動が指示され
た場合には、前記試薬ローダを移動させないように制御することにより、前記試薬分注機
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構による分注および前記撹拌機構による撹拌を前記第一の時間帯に実行し前記第二の時間
帯には実行しない
　自動分析装置。
【請求項２】
　請求項１記載の自動分析装置において、
　前記制御装置は、前記第一の時間帯において、少なくとも試薬分注のための前記試薬ホ
ルダの移動動作を実行させ、前記第二の時間帯において、少なくとも試薬容器搬入出のた
めの前記試薬ホルダの移動動作を実行させる、自動分析装置。
【請求項３】
　請求項２記載の自動分析装置において、
　前記指示手段は、オペレータによる入力が可能な入力手段である、自動分析装置。
【請求項４】
　請求項１記載の自動分析装置において、
　前記制御装置は、試薬ローダに保持されている状態の試薬容器の試薬状態情報を読取る
読取装置を備えた、自動分析装置。
【請求項５】
　請求項１記載の自動分析装置において、
　前記制御装置は、試薬容器が搬入可能状態、一時的に搬入不可能状態、継続的に搬入不
可能状態、のいずれであるかに基づいて試薬の搬入出計画を立てる、自動分析装置。
【請求項６】
　請求項１記載の自動分析装置において、
　前記試薬保冷庫内の前記試薬ホルダ以外の位置であって、攪拌機構による攪拌処理を実
行するための攪拌位置を備え、
　試薬容器を試薬保冷庫の径方向に移動させ、前記試薬ホルダと前記試薬ローダとの間お
よび前記試薬ホルダと前記攪拌位置の間で移動させる試薬容器移動機構を備えた、自動分
析装置。
【請求項７】
　請求項６記載の自動分析装置において、
　前記制御装置は、前記第一の時間帯において、少なくとも前記攪拌位置と前記試薬ホル
ダの間での移動動作を実行させ、前記第二の時間帯において、前記試薬ローダと前記試薬
ホルダとの間での移動動作を実行させる、自動分析装置。
【請求項８】
　請求項１記載の自動分析装置において、
　前記制御装置は、オペレータから指示があった試薬容器を優先して前記試薬ホルダから
前記試薬ローダに移動させるよう制御する自動分析装置。
【請求項９】
　請求項３記載の自動分析装置において、
　装置への前記試薬容器の搬入出の可否情報を記憶する記憶部と、
　装置への前記試薬容器の搬入出の可否を表示する表示部と、を備えた自動分析装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、血液や尿などの生体サンプルの定性・定量分析を行う自動分析装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　自動分析装置は、血液や尿などの生体サンプルに含まれる特定の成分に特異的に反応す
る試薬を添加・反応させ、反応液の吸光度や発光量を測定することにより、定性・定量分
析を行うものである。
【０００３】
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　自動分析装置は複数の分析項目の分析を可能とするため、分析項目に対応する複数の試
薬を装置で保管できる試薬容器保管庫を備えるのが一般的である。装置管理者は、予め装
置の試薬容器保管庫に一日の分析に必要な試薬を搭載しておくが、万が一、分析中に試薬
不足が生じた場合は、分析を中断して試薬を交換することになる。
【０００４】
　一方、近年では自動分析装置の分析項目数は増加しており、多くの分析項目の分析に対
応する装置とするため、１つの試薬容器を小型化し、多くの試薬容器を搭載できる自動分
析装置が増えている。装置への試薬容器の搭載数が増えると、従来と比較して分析中に試
薬が不足する可能性が高いため、試薬容器を自動で試薬容器保管庫に追加できる機構を備
えた自動分析装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－３７１７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１記載の自動分析装置では、分析中に自動で試薬の追加が可能であるが、試薬
容器一時保管庫から試薬容器保管庫（試薬保冷庫）へ試薬を移動させるためには、試薬保
冷庫を一時停止させる必要があり、そのためには分析を一時停止する、または、分析が終
了するのを待つ必要があった。また、たとえ検体分注を停止したとしても、試薬保冷庫は
既に分注した検体に対してすべての試薬分注が完了してから停止するため（検体を無駄に
しないため、既に分注した検体の分析は完了する）、その間、ユーザが待たされることに
なる。
【０００７】
　自動分析装置の高処理能力化や省スペース化により、分析中の時間当りの試薬消費量が
増加し、さらに、分析中の試薬保冷庫、及び、試薬容器移動機構は間断なく動作を行って
いるため、頻繁な試薬交換によって試薬保冷庫、及び、試薬容器移動機構を一時停止させ
ることは、分析のスループットの低下を招く。このため、分析を停止することなく、試薬
交換を自動的、かつ、オペレータの待ち時間を少なく行いたいというニーズが高まってい
る。
【０００８】
　本発明の目的は、分析中であっても分析を止めることなく、規定時間内で必ず試薬の搬
入、及び、搬出ができ、オペレータが長時間待たされることなく試薬交換ができる自動分
析装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題に鑑みた本発明の特徴は、すなわち、複数の試薬容器を移動可能に保持する試
薬ホルダと、前記試薬ホルダ上に保持された試薬容器を保冷する試薬保冷庫と、前記試薬
保冷庫に対して垂直方向に移動することにより、前記試薬保冷庫に対して試薬容器を搬入
出させる試薬ローダと、試薬ローダの移動を指示する指示手段と、１サイクル時間内に、
分析のための動作を実行する第一の時間帯と、試薬容器の搬入出のための動作を実行する
第二の時間帯を含み、前記第二の時間帯に前記指示手段により試薬ローダの駆動が指示さ
れた場合には、前記試薬ローダを上下動させないように制御する制御装置と、を備えた点
にある。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、分析中であってもユーザの待ち時間を一定時間以内に抑えて、試薬容
器の搬入出が実行可能となり、ユーザの作業効率を向上することができる。上記した以外
の課題、構成及び効果は、以下の実施形態の説明により明らかにされる。
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【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態である自動分析装置の構成図である。
【図２】本発明の実施形態である自動分析装置に用いられる試薬保冷庫の周辺部の構成を
説明するための図である。
【図３】本発明の実施形態である自動分析装置に用いられる試薬容器の構成図である。
【図４】本発明の実施形態である自動分析装置に用いられる制御装置の機能を説明するた
めの図である。
【図５】本発明の実施形態である自動分析装置における試薬容器の搬入を計画する際の試
薬搬入依頼の作成論理を示すフローチャート図である。
【図６】本発明の実施形態である自動分析装置における試薬容器の搬出を計画する際の試
薬搬出依頼の作成論理を示すフローチャート図である。
【図７】本発明の実施形態である自動分析装置における試薬保冷庫、試薬ローダ、及び試
薬容器移動機構の機構動作のタイミングを示すタイムチャート図である。
【図８】本発明の実施形態である自動分析装置における試薬容器の搬入動作と搬出動作の
切り替えの判定論理を示すフローチャート図である。
【図９】本発明の実施形態である自動分析装置に用いられる試薬搬入・搬出可否確認画面
を説明するための図である。
【図１０】本発明の実施形態である自動分析装置において、オペレータが試薬ローダスイ
ッチを操作したときの処理を示すフローチャート図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態である自動分析装置１００の構成及び動作を説明する。自動分
析装置１００は、例えば、生化学や免疫など異なる種類の分析を１つのシステムで行うも
のである。なお、同一部分には同一符号を付する。
【００１３】
　最初に、図１を用いて、本発明の実施形態である自動分析装置１００の全体構成を説明
する。図１は、本発明の実施形態である自動分析装置１００の構成図である。自動分析装
置１００は、サンプル容器ラック２を搬送するラック搬送ライン３、試薬保冷庫５、試薬
ローダ６、インキュベータディスク９、サンプル分注機構１０、試薬分注機構１１、反応
容器・サンプル分注チップ収納部１２、交換・補充用の反応容器・サンプル分注チップ収
納部１３、反応容器攪拌機構１４、廃棄孔１５、搬送機構１６、ノズル１７ａ、１７ｂ、
検出ユニット１８ａ、１８ｂ、制御装置１９を備える。なお、本願発明を実現可能であれ
ば、他の構成を有する自動分析装置であっても良く、複数の試薬容器を保持できる構成を
もった自動分析装置であればよい。
【００１４】
　サンプル容器ラック２は、血液や尿などの生体サンプル（以下、試料と称する）を収容
する複数のサンプル容器１を収納する。ラック搬送ライン３は、サンプル容器ラック２を
搬送する。
【００１５】
　試薬保冷庫５（試薬容器保持部）は、試薬保冷庫カバー７により覆われ、試料の分析に
用いる種々の試薬が収容された複数の試薬容器４を一定の温度に保温した状態で収納する
。本実施例において試薬保冷庫５の内部には、試薬容器４を円周上に保持するポジション
５３を有し、回転駆動可能な外周ホルダ５１と、試薬容器４を固定的に保持するポジショ
ンを有する内周ホルダ５２から構成されている。また、内周ホルダ５２には後述する試薬
ローダ６が隣接するように設けられており、試薬ローダ６を上下方向に駆動させるモータ
が設けられている。さらに試薬保冷庫５には、試薬容器４の開封を行う試薬容器開封機構
（不図示）が設けられることで、試薬容器４の蓋を試薬保冷庫５内で開閉でき、試薬の劣
化を抑制することが可能となる。なお、試薬保冷庫５はディスク型に限定されず、試薬容
器４を一列以上の列に配置したシリアル方式でも良い。
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【００１６】
　試薬ローダ６は、試薬保冷庫５の内周部に設けられる。また、試薬保冷庫５と試薬ロー
ダ６の間で試薬容器４を移動する試薬容器移動機構２０がその近傍に移動可能に設けられ
る。試薬容器４を搬入する際には、試薬容器移動機構２０が搬入対象の試薬容器４を試薬
ローダ６から外周ホルダ５１へ搬送し、試薬容器４を搬出する際には、試薬容器４を外周
ホルダ５１から試薬ローダ６へ搬送する。試薬ローダ６と試薬容器移動機構２０の構成の
詳細については、図２を用いて後述する。
【００１７】
　インキュベータディスク９は、試料と試薬を混合するための複数の反応容器８を収納可
能な容器保持孔を円周上に複数配置しており、分析の進行に応じて所定の位置に反応容器
８を位置づけるように間欠的に回転駆動する。インキュベータディスク９が停止した箇所
において、試料や試薬の分注、攪拌、分析等の工程に必要な処理が実行される。
【００１８】
　サンプル分注機構１０は、回転駆動および上下駆動するアーム部および、およびサンプ
ルを吸引・吐出するノズル部を有する。ノズル部の先端にはサンプル分注チップ１０ａが
着脱可能である。ラック搬送ライン３によりサンプル分注位置に搬送されたサンプル容器
１に対して、ノズル部を下降させて所定量の試料を吸引し、アーム部を回転させてインキ
ュベータディスク９の所定の位置に位置付けられた反応容器８に試料を吐出する。
【００１９】
　試薬分注機構１１は、試薬を吸引・吐出するノズル部を有する。試薬保冷庫カバー７に
設けられた試薬保冷庫カバー開口部７ａを介して、水平駆動や垂直駆動および吸引・吐出
動作により、試薬容器４から吸引した所定量の試薬をインキュベータディスク９の所定の
位置に位置付けられた反応容器８に吐出する。
【００２０】
　反応容器攪拌機構１４は、インキュベータディスク９から取り出された反応容器８内に
収容された反応液を攪拌する。
【００２１】
　反応容器・サンプル分注チップ収納部１３は、未使用である複数の反応容器８やサンプ
ル分注チップ１０ａを収納する。反応容器・サンプル分注チップ収納部１２は、その交換
・補充用にスタンバイされる。サンプル分注機構１０のノズル先端にサンプル分注チップ
１０ａを装着し、サンプル容器内の試料を吸引すると、使用済みのサンプル分注チップ１
０ａは廃棄孔１５から廃棄される。分析が終了した後の、使用済みの反応容器８も同様に
排気孔から廃棄される。
【００２２】
　搬送機構１６は、反応容器・サンプル分注チップ収納部１３内に収納されたサンプル分
注チップ１０ａ及び反応容器８を把持するグリッパ部と、グリッパ機構をＸＹＺ軸に沿っ
て搬送する駆動部を有する。詳細には、搬送機構１６は、Ｘ軸、Ｙ軸、Ｚ軸方向（図示せ
ず）に移動可能に設けられている。搬送機構１６は、反応容器・サンプル分注チップ収納
部１３に収納された反応容器８をインキュベータディスク９に搬送したり、使用済み反応
容器８を廃棄孔１５に破棄したり、未使用のサンプル分注チップ１０ａをチップ装着位置
１６ａに搬送したりする。
【００２３】
　ノズル１７ａ、１７ｂは、回転駆動や上下駆動により、インキュベータディスク９の反
応容器８で混合された反応液を吸引して検出ユニット１８ａ、１８ｂにそれぞれ送る。検
出ユニット１８ａ、１８ｂは、ノズル１７ａ、１７ｂで吸引されて送られた反応液に検出
処理を施し特定成分の検出を行う。
【００２４】
　試薬ローダスイッチ２１は、オペレータが試薬容器４の搬入、及び、搬出の開始を自動
分析装置１００に通知するために操作する。試薬ローダスイッチ２１を押したときの処理
の詳細は、図８を用いて後述する。
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【００２５】
　制御装置１９は、自動分析装置１００の全体の動作を制御する。制御装置１９は、制御
部１９ａ、表示部１９ｂ、入力部１９ｃ、記憶部１９ｄを備える。制御装置１９の構成の
詳細は、図４を用いて後述する。
【００２６】
　次に、図２を用いて本発明の実施形態である自動分析装置１００に用いられる試薬保冷
庫５（試薬容器保持部）の周辺部の構成を説明する。図２は、本発明の実施形態である自
動分析装置１００に用いられる試薬保冷庫５の構成を説明するための図である。
【００２７】
　試薬保冷庫５は、複数の試薬容器４を円周上に保持し、回転駆動が可能な外周ホルダ５
１と、試薬容器を固定的に保持する内周ホルダ５２と、外周ホルダ５１の内周側（試薬保
冷庫５の中心付近）に設けられ上下駆動可能な試薬ローダ６を備える。内周ホルダ５２と
試薬ローダ６とは同じ円周上に設けられていることが望ましい。
【００２８】
　試薬ローダ６は、試薬容器４を挿入する複数のポジションを備えており、ポジションに
挿入された試薬容器４を上下方向に移動させ、試薬保冷庫５の内外に移送させることが可
能である。なお、図２の試薬ローダ６は５つのポジションが設けられており、最大５個の
試薬容器４を設置できる構成になっているが、設置できる試薬容器４の個数についてはこ
の限りではない。
【００２９】
　さらに試薬ローダ６の近傍には、試薬容器４の壁面に付された個体識別標識４ｄ（本実
施の形態ではＲＦＩＤタグ）を読み取り、その識別情報を制御装置１９の制御部１９ａに
送る読取装置（図示せず）が設けられている。なお、試薬容器４の個体識別標識４ｄとし
てバーコードラベルなどを用いても良い。個別識別標識４ｄに記録される識別情報には、
試薬容器４に収容された試薬を識別するための試薬識別番号（識別コード）、収容された
試薬が対応する検査項目名、試薬識別コード、ロット番号、およびシーケンス番号等が含
まれている。
【００３０】
　試薬容器移動機構２０は、外周ホルダ５１と内周ホルダ、試薬ローダ６の間で試薬容器
４を試薬保冷庫の径方向に移動させる。試薬容器移動機構２０は試薬保冷庫５の中心を軸
とし回転移動することができ、試薬保冷庫５内の外周ホルダ５１及び内周ホルダ５２、試
薬ローダのすべてのポジションおよび全てのポジションにアクセスすることができる。本
実施例では試薬容器移動機構２０を１つ備える構成であるが、試薬容器移動機構２０は複
数あってもよい。また、本実施例では試薬容器移動機構２０は試薬保冷庫５や試薬ローダ
６から独立した構成としているが、試薬容器移動機構２０が試薬保冷庫５、または試薬ロ
ーダ６に含まれるような構成の機構であってもよい。
【００３１】
　次に、試薬保冷庫５の外周ホルダ５１や試薬ローダ、試薬容器移動機構２０の各分析動
作について、分析工程に従って説明する。
【００３２】
　まず、第一試薬の分注を行うために、外周ホルダ５１が回転して対象となる試薬容器４
を試薬分注機構１１がアクセスできる位置まで移動する（試薬分注移動１）。試薬分注機
構１１は試薬保冷庫５に設置された試薬容器４にアクセスして試薬を吸引した後、インキ
ュベータディスク９に設置された反応容器８へ第一試薬を分注する。
【００３３】
　サンプル分注を終え、分析項目毎に定められた反応時間が経過後、インキュベータディ
スク９上の反応容器８に対して第二試薬分注を行う。免疫分析を実施する場合には、第二
試薬は磁性粒子を含むため、分注前に磁性粒子を液中に分散させるための撹拌処理が必要
となる。本実施例の自動分析装置１００では、磁性粒子を攪拌するための撹拌機構は、試
薬保冷庫５の内周ホルダ５２側に設けられているため、磁性粒子撹拌の前後に試薬容器移
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動機構２０により内周ホルダ５２と外周ホルダ５１の間で試薬容器４を移動する。磁性粒
子の撹拌を行うタイミングで、外周ホルダ５１が回転し、試薬容器移動機構２０が対象の
試薬容器を内周ホルダ５２側に移動させるように試薬容器移動動作を行うことにより、磁
性粒子撹拌機構がアクセスできる位置である磁性粒子撹拌位置に移動する（磁性粒子撹拌
前移動）。
【００３４】
　磁性粒子撹拌機構は磁性粒子撹拌位置へ移動された試薬容器４にアクセスして磁性粒子
の撹拌を行う。磁性粒子撹拌が終了した試薬容器４を内周ホルダ５２から外周ホルダ５１
へ移動させるため、試薬保冷庫５が回転駆動して空きポジションを試薬容器移動機構２０
のアクセス位置まで移動させる（磁性粒子撹拌後移動）。試薬容器が外周ホルダ５１へ移
動した後、第二試薬分注を行うために、試薬保冷庫５が回転して対象となる試薬容器４を
試薬分注機構１１がアクセスできる位置まで移動する（試薬分注移動２）。試薬分注機構
１１は試薬保冷庫５に設置された試薬容器４にアクセスして試薬を吸引した後、インキュ
ベータディスク９上に設置された反応容器８へ第二試薬分注を行う。以上のように、試薬
保冷庫５や試薬容器移動機構２０が動作することで分析における一連の試薬分注動作が行
われる。
【００３５】
　本実施例における自動分析装置１００では、省スペース化の観点から試薬容器移動機構
２０は１つだけ設けられており、磁性粒子攪拌機構へのアクセスするための試薬容器の移
動と、試薬搬入・搬出のための試薬ローダ６間との試薬容器の移動の両方を実施する。そ
のため、試薬容器移動機構２０が分析のための試薬容器の移動を実行しているタイミング
では、試薬容器を搬入・搬出のために試薬ローダ６へ移動させることができない。外周ホ
ルダ５１についても同様である。分析実行中に分析動作を遅らせることなく試薬容器の搬
入出を実行するため、分析動作を実行しないタイミングを外周ホルダ５１および試薬容器
移動機構の試薬容器の搬入出に充てる。
【００３６】
　試薬容器の搬入出タイミングにおいては、外周ホルダ５１を回転させてポジションを試
薬ローダ６の近傍に位置付ける。その後、試薬容器移動機構を動作させ、試薬搬入の場合
には試薬容器を試薬ローダ６のポジションから外周ホルダ５１の空きポジションに移動さ
せる。試薬搬出の場合には、外周ホルダ５１上のポジションから試薬ローダ６の空きポジ
ションに試薬容器を移動させる。
【００３７】
　次に、図３を用いて、本発明の実施形態である自動分析装置１００に用いられる試薬容
器４の構成を説明する。図３は、本発明の実施形態である自動分析装置１００に用いられ
る試薬容器４の構成図である。
【００３８】
　各試薬容器４は、複数種類（本実施の形態では３つ）の試薬を収容する小容器４ａ～４
ｃから構成されている。１つの試薬容器４（つまり小容器４ａ～４ｃ）には、１つの分析
項目に必要な１組の試薬が収容されている。試薬容器４の各容器４ａ～４ｃに収容される
試薬としては、例えば、発光標識を含む発光標識試薬や、磁性粒子を含む磁性粒子試薬な
どがある。
【００３９】
　次に、図４を用いて、本発明の実施形態である自動分析装置１００に用いられる制御装
置１９の機能を説明する。図４は、本発明の実施形態である自動分析装置１００に用いら
れる制御装置１９の機能ブロック図である。制御装置１９は、自動分析装置１００全体の
動作を制御するものである。
【００４０】
　制御装置１９は、予め設定したプログラムや、入力部１９ｃなどにより入力されるオペ
レータからの指令に基づいて試薬容器４の搬入・搬出や試料の分析処理の制御を実施する
。自動分析装置１００の動作制御や分析結果の処理をおこなう制御部１９ａと、試料や分
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析項目に関する情報・設定の入力を行い、必要に応じて制御部１９ａに情報を送信する入
力部１９ｃと、分析に関する設定入力画面や分析結果を表示する表示部１９ｂと、分析に
関する設定や試料・試薬等に関する情報、分析結果等を記憶する記憶部１９ｄとを備えて
いる。
【００４１】
　記憶部１９ｄは、試薬搬入・搬出情報記憶部１１９ｆ、搭載中試薬情報記憶部１１９ｇ
、試薬ポジション情報記憶部１１９ｈ、及び機構制御情報記憶部１１９ｉを有している。
【００４２】
　搭載中試薬情報記憶部１１９ｇは、試薬使用履歴情報と試薬容器４の識別情報とを対応
させて記憶する機能ブロックである。ここで、試薬使用履歴情報は、試薬保冷庫５に搭載
中、または、試薬ローダ６に設置されている複数の試薬容器４及びそれぞれに収容された
試薬の試薬情報であって、少なくとも試薬の使用可否を示す試薬状態情報を含む。つまり
、搭載中試薬情報記憶部１１９ｇは、試薬容器の識別情報と試薬状態情報を対応付けて記
憶する。
【００４３】
　試薬ローダの移動経路にはＲＦＩＤリーダやバーコードリーダなどの読取機構が設けら
れており、試薬ローダで移動される試薬容器４の個体識別情報を読取ることができる。試
薬保冷庫５内に搬入される試薬容器について読取機構が個体識別情報４ｄから識別情報お
よび試薬状態情報を読み取ると、当該個体識別情報は制御部１９ａを介して記憶部１９ｄ
に送られ、搭載中試薬情報記憶部１１９ｇに記憶される。反対に、試薬保冷庫５から搬出
される試薬容器について読取機構が個体識別情報を読み取ると、当該個体識別情報および
関連する試薬使用履歴情報は、搭載中試薬情報記憶部１１９ｇから削除される。なお、試
薬状態情報については個体識別情報４ｄから読み取っても良いし、個体識別情報４ｄから
読み取った識別情報を元に、記憶部内に記憶されている情報から検索して取得しても良い
。
【００４４】
　試薬搬入・搬出情報記憶部１１９ｆは、試薬容器４の試薬移動依頼情報と試薬容器４の
識別情報とを対応させて記憶する機能ブロックである。ここで、試薬移動依頼情報は、試
薬保冷庫５、または試薬ローダ６に設置されている複数の試薬容器４についての情報であ
って、少なくとも試薬搬入依頼情報、及び試薬搬出依頼情報を含む。試薬搬入・搬出情報
記憶部１１９ｆは、後述する試薬搬入・搬出管理部１１９ａから通知される試薬搬入依頼
情報と試薬搬出依頼情報を記憶する。また、オペレータからの試薬搬出の指示は、専用の
画面やスイッチなどの手段を介して入力部１９ｃに通知され、試薬搬入・搬出情報記憶部
１１９ｆに試薬搬出依頼情報として記憶される。
【００４５】
　試薬容器移動機構２０が動作して、搬入される試薬容器４が、試薬ローダ６から外周ホ
ルダ５１へ移動すると、当該試薬容器４に関する試薬搬入依頼情報は試薬搬入・搬出情報
記憶部１１９ｆから削除される。また、試薬保冷庫５から搬出されるべき試薬容器４が外
周ホルダ５１から試薬ローダ６へ移動されると、当該試薬容器４に関する試薬搬出依頼情
報は試薬搬入・搬出情報記憶部１１９ｆから削除される。
【００４６】
　試薬ポジション情報記憶部１１９ｈは、試薬ポジション状態情報を記憶する機能ブロッ
クである。試薬ポジション状態情報とは、外周ホルダ５１、内周ホルダ５２および試薬ロ
ーダのポジション上に試薬容器が保持されているか否かに関する情報である。
【００４７】
　機構制御情報記憶部１１９ｉは、後述する機構制御情報を記憶する機能ブロックである
。
【００４８】
　制御部１９ａは、試薬搬入・搬出管理部１１９ａ、試薬状態管理部１１９ｂ、試薬ポジ
ション管理部１１９ｃ、機構動作制御部１１９ｄ、及び装置状態管理部１１９ｅを有して
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いる。
【００４９】
　試薬搬入・搬出管理部１１９ａは、試薬保冷庫５内（試薬ローダ６を含む）の試薬容器
４の試薬状態と、各ポジションの空き状況によって、試薬容器４の搬入出を管理する機能
ブロックである。具体的には、搭載中試薬情報記憶部１１９ｇから取得した試薬状態情報
と、試薬ポジション情報記憶部１１９ｈから取得した試薬ポジション状態情報に基づいて
、試薬の搬入出に関する試薬移動依頼情報（試薬搬入依頼情報、試薬搬出依頼情報）を計
画する。作成した試薬移動依頼情報を試薬搬入依頼情報、試薬搬出依頼情報として、試薬
搬入・搬出情報記憶部１１９ｆに記憶する。そして、試薬容器移動機構２０や試薬ローダ
６が試薬容器の搬入出を実行するときに、各工程の進捗を管理する。試薬の搬入出の計画
についての詳細は後述する。
【００５０】
　ここで試薬搬入依頼情報とは、試薬ローダ６上のいずれのポジションに保持されている
搬入対象の試薬容器を外周ホルダ５１のいずれのポジションに搬入するかに関する情報を
少なくとも含み、試薬搬出依頼情報とは、外周ホルダ５１のいずれのポジションに保持さ
れている試薬容器を試薬ローダ６のいずれのポジションに搬出するかに関する情報を少な
くとも含む。
【００５１】
　試薬状態管理部１１９ｂは、試薬保冷庫５内（試薬ローダ６を含む）の試薬容器４の最
新の状態を示す、試薬状態情報を提供する機能ブロックである。試薬搬入・搬出管理部１
１９ａから試薬状態情報の取得を指示されると、試薬状態管理部１１９ｂは、搭載中試薬
情報記憶部１１９ｇから搭載中試薬情報を取得する。取得した搭載中試薬情報に基づいて
試薬状態情報を更新し、試薬搬入・搬出管理部１１９ａに通知する。
【００５２】
　試薬ポジション状態管理部１１９ｃは、試薬保冷庫５内（試薬ローダ６を含む）の各ポ
ジションの状態を示す試薬ポジション状態情報を提供する機能ブロックである。試薬搬入
・搬出管理部１１９ａから試薬ポジション状態情報の取得を指示されると、試薬ポジショ
ン情報記憶部１１９ｈから外周ホルダ５１、内周ホルダ５２の各ポジションや、試薬ロー
ダ６の各ポジションに試薬容器が設置されているか否かに関する情報（試薬ポジション情
報）を取得する。そして、試薬ポジション管理部１１９ｃは、取得した試薬ポジション情
報に基づいて試薬ポジション状態情報を更新し、試薬搬入・搬出管理部１１９ａに通知す
る。
【００５３】
　機構動作制御部１１９ｄは、外周ホルダ５１、試薬ローダ６、試薬容器移動機構２０の
動作を制御する機能ブロックである。詳細には、機構動作制御部１１９ｄは、試薬搬入・
搬出情報記憶部１１９ｆから取得した試薬移動依頼情報と、後述する装置状態管理部１１
９ｅから取得した装置状態情報に基づいて、外周ホルダ５１の回転駆動、試薬ローダ６の
上下駆動、及び、試薬容器移動機構２０の動作を計画する。作成した機構制御情報は、機
構制御情報記憶部１１９ｉに記憶される。機構動作制御部１１９ｄは、外周ホルダ５１、
試薬ローダ６及び、試薬容器移動機構２０の動作を実行するタイミングで、機構制御情報
記憶部１１９ｉから機構制御情報を取り出し、機構制御情報に基づいて機構の制御を指示
する。
【００５４】
　装置状態管理部１１９ｅは、装置状態情報を提供する機能ブロックである。提供する装
置状態情報としては、分析実行中か否かに関する情報を管理する。
【００５５】
　入力部１９ｃは、オペレータが試薬容器の搬入出を指示することが可能となる試薬搬入
・搬出要求入力部１１９ｊを有する。入力部の具体例は特に限定しないが、例えば、試薬
ローダ６の近傍に配置されているローダスイッチの入力や、専用の画面を介してオペレー
タが指定した試薬の搬出を指示することが可能となる。
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【００５６】
　表示部１９ｂは、試薬搬入・搬出可否表示部１１９ｋを画面上に表示させることが可能
である。表示部の詳細については後述する。
【００５７】
　次に、図５～７を用いて、本発明の実施形態である自動分析装置１００における試薬容
器４の搬入、及び搬出の計画、及び実行について説明する。
【００５８】
　図５を用いて、試薬搬入・搬出管理部１１９ａが試薬ローダ６上の試薬容器を外周ホル
ダ５１に搬入するための試薬搬入依頼情報の作成方法について説明する。
【００５９】
　まず試薬ローダ６上に試薬容器４が設置された状態で試薬ローダ６が下降することによ
り、搬入しようとする試薬容器の存在を読取装置が検知すると、処理を開始する（ステッ
プＳ５０）。試薬搬入・搬出管理部１１９ａは、既に作成された試薬搬入依頼情報を試薬
搬入・搬出情報記憶部１１９ｆから取得し（ステップＳ５１）、その中に、当該試薬容器
に対する試薬搬入依頼情報の有無を確認する（ステップＳ５２）。搬入対象の試薬容器４
について既に試薬搬入依頼情報が記憶されている場合（ステップＳ５２；ＹＥＳ）は処理
を終了する。
【００６０】
　ステップＳ２０で試薬搬入依頼情報が記憶されていない場合（ステップＳ５２；ＮＯ）
は、試薬搬入・搬出管理部１１９ａは、当該試薬容器４の試薬状態情報を搭載中試薬情報
記憶部１１９ｇから取得する（ステップＳ５３）。搬入時の試薬状態情報は、対象試薬容
器４が（１）装置に搬入できる搬入可能状態、（２）装置に搬入できない搬入不可能状態
、（３）一時的に装置に搬入できない一時搬入不可能状態、の３つに分類することができ
る。これらの試薬状態のうち、当該試薬容器４の試薬状態が搬入可能状態かを確認する。
取得した試薬容器４の試薬状態情報が搬入可能状態でない場合（ステップＳ５４；ＮＯ）
は、外周ホルダ５１に搬入することは適切でないので、処理を終了して試薬容器４は試薬
ローダ６の上に載置されたままとする。
【００６１】
　なお、（２）搬入不可能状態とは、有効期限が切れている試薬や、残量が残っていない
ために今後も継続的に使用することができない試薬の状態を意味する。（３）一時搬入不
可能状態とは、液面に泡がある場合や、個体識別情報が一時的に読み取れない等、解消可
能な理由により使用することができない試薬の状態を意味する。（１）搬入可能状態とは
、それ以外の状態の試薬を意味する。
【００６２】
　ステップＳ４０で試薬容器４の試薬状態情報が搬入可能状態の場合（ステップＳ５４；
ＹＥＳ）、試薬搬入・搬出管理部１１９ａは、試薬ポジション情報記憶部１１９ｈから試
薬ポジション状態情報を取得する。試薬状態情報と試薬ポジション状態情報に基づき、当
該試薬容器４を外周ホルダ５１のどのポジションに搬入するかを決定し、試薬搬入依頼情
報を作成する（ステップＳ５５）。そして、試薬搬入・搬出管理部１１９ａは、作成した
試薬搬入依頼情報を試薬搬入・搬出情報記憶部１１９ｆに記憶するように指示し（ステッ
プＳ５６）、工程を終了する（ステップＳ５７）。
【００６３】
　上記の一連の工程は、１サイクル毎に、試薬ローダ６のポジションに設置されたすべて
の試薬容器４に対して実行される。これにより、試薬ローダ６上に搬入すべき試薬容器が
設置されている場合には、分析実行中か否かによらず、新規の試薬容器を試薬ローダ６の
ポジションから試薬保冷庫５の空きポジションに搬入するための計画を作成することが可
能となる。
【００６４】
　搬入対象の試薬容器４を試薬保冷５内のポジションに搬入する際の、試薬容器４の試薬
搬入順及び設置ポジションの決定方法については、試薬ローダ６から試薬保冷庫５へ試薬
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容器４を搬入する際には、試薬ローダ６上のポジション番号が最も若い位置に保持されて
いる試薬容器から順に、外周ホルダ５１の空きポジションへ搬入される。ただし、本発明
の実施例においては、試薬保冷庫５への試薬容器４の搬入順を試薬ローダ６のポジション
番号の昇順としたが、ポジション番号の降順など他の論理でもよい。また、搬入先となる
外周ホルダ５１のポジションの決定方法については、外周ホルダ５１の空きポジションの
うち、ポジション番号が最も若いポジションから搬入するものとし、試薬保冷庫５のポジ
ション番号の昇順に使用していく。ただし、搬入先の試薬保冷庫５のポジションの決定方
法については、本発明の実施例においては試薬保冷庫５のポジション番号の昇順としたが
、試薬保冷庫５のポジション番号の降順などでもよく、この限りではない。
【００６５】
　次に図６を用いて、試薬搬入・搬出管理部１１９ａが外周ホルダ５１上の試薬容器を試
薬ローダ６に搬出するための試薬搬出依頼情報の作成方法について説明する。
【００６６】
　オペレータが搬出すべき試薬容器を指示した場合や、試薬状態情報の変化により搬出す
る試薬容器が発生したことを制御部１９が検知すると処理を開始する（ステップＳ６０）
。試薬搬入・搬出管理部１１９ａは、試薬搬出依頼情報を試薬搬入・搬出情報記憶部１１
９ｆから取得し（ステップＳ６１）、その中に含まれる試薬搬出依頼情報の有無を確認す
る（ステップＳ６２）。搬出対象の当該試薬容器４について既に試薬搬出依頼情報が記憶
されている場合（ステップＳ６２；ＹＥＳ）は処理を終了する。
【００６７】
　ステップＳ１２０で試薬搬出依頼が記憶されていない場合（ステップＳ６２；ＮＯ）は
、試薬搬入・搬出管理部１１９ａは、当該試薬容器４の試薬状態情報を搭載中試薬情報記
憶部１１９ｇから取得する（ステップＳ６３）。搬出時の試薬状態情報は、（１）分析に
使用できる使用可能状態、（２）分析に使用できない使用不可能状態、（３）一時的に分
析に使用できない一時使用不可能状態、の３つに分類することができる。これらの試薬状
態のうち、当該試薬容器４の試薬状態が使用可能状態かを確認する。取得した試薬容器４
の試薬状態情報が使用可能状態である場合（ステップＳ６４；ＹＥＳ）は処理を終了する
。なお、（１）～（３）の状態については図５の搬入状態で識別する試薬状態情報の内容
とほぼ同じである。
【００６８】
　ステップＳ１４０で試薬容器４の試薬状態情報が使用可能状態でない場合（ステップＳ
６４；ＮＯ）は、試薬搬入・搬出管理部１１９ａは、試薬ポジション情報記憶部１１９ｈ
から試薬ポジション状態情報を取得し、試薬状態情報と試薬ポジション状態情報に基づい
て、試薬容器４についての試薬搬出依頼情報を作成する（ステップＳ６５）。そして、試
薬搬入・搬出管理部１１９ａは、試薬搬入・搬出情報記憶部１１９ｆに対して作成した試
薬搬出依頼情報を記憶するように指示し（ステップＳ６６）、工程を終了する（ステップ
Ｓ６７）。
【００６９】
　上記の一連の工程を、試薬保冷庫５内に保持されている試薬容器に対して試薬分注処理
を実行するたびに、試薬保冷庫５に設置されたすべての試薬容器４に対して実行すること
により、分析実行中か否かによらず、搬出対象の試薬容器を外周ホルダ５１のポジション
から試薬ローダ６の空きポジションに移動させるための実行計画を作成することが可能と
なる。
【００７０】
　試薬保冷庫５の外周ホルダ５１から試薬ローダ６へ試薬容器４を移動させる際の順序は
、試薬容器４が搬出される要因と、外周ホルダ５１上のポジション情報によって決定され
る。試薬容器４が搬出される要因には、オペレータの指定による搬出、一時使用不可能と
なったことによる搬出、及び、使用不可能となったことによる搬出、の３種類が存在する
。このうち、オペレータの指定により搬出される試薬容器が最も優先順位が高く、以降は
、一時使用不可能となったことにより搬出される試薬容器、使用不可能となったことによ
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り搬出される試薬容器、の順となる。複数の試薬容器４で試薬容器４が搬出される要因が
同一の場合は、試薬容器４が設置されている試薬保冷庫５のポジション番号が最も若いも
のが最も搬出の優先順位が高くなる。
【００７１】
　外周ホルダ５１から試薬ローダ６のポジションへ試薬容器４を移動させる際の、移載先
のポジションの決定論理については、全てのポジションのうち、試薬容器４が設置されて
おらず、かつ、ポジション番号が最も若いポジションとなる。試薬ローダ６のポジション
番号の昇順に移載先に使用される。ただし、搬出先の試薬ローダ６のポジションの決定論
理については、本発明の実施例においては試薬ローダ６のポジション番号の昇順としたが
、試薬ローダ６のポジション番号の降順などでもよく、この限りではない。なお、試薬ロ
ーダ６の全ポジションに試薬容器４が満杯に設置されているときは、すでにポジション内
に設置されえている試薬容器４が試薬ローダ６から外部に取り出されるまで、次の試薬容
器を搬出することはできない。
【００７２】
　次に、図７を用いて、本発明の実施形態である自動分析装置１００における機構制御に
ついて説明する。図７は、試薬保冷庫５の外周ホルダ５１、試薬ローダ６、及び試薬容器
移動機構２０の、１サイクル時間当りにおける各動作のタイミングを示す。横軸は時間を
示し、本実施例の場合、１サイクルは１２秒であるとする。分析処理は１サイクル時間を
複数サイクル分繋げることで成立しており、各サイクル時間によって動作対象となる機構
が異なり、それらの制御を機構動作制御部１１９ｄが管理することで分析が行われる。
【００７３】
　分析中において外周ホルダ５１は回転駆動し、１サイクル時間内に、磁性粒子を収容す
る試薬容器を攪拌機構のアクセス位置の近傍まで搬送するための磁性粒子撹拌前移動（動
作１）、磁性粒子の攪拌が終了した試薬容器を攪拌機構のアクセス位置から移動させるた
めの磁性粒子撹拌後移動（動作２）、分注対象である試薬容器を試薬分注機構のアクセス
位置へ移動させるための試薬分注移動１（動作３）及び試薬分注移動２（動作４）を順次
実行する。さらに、試薬ローダ６から試薬容器を搬入するために外周ホルダ５１の空きポ
ジションを試薬ローダ６の近傍に位置付けるため、もしくは、試薬容器を試薬保冷庫外に
搬出するために、当該試薬容器を収容している外周ホルダ５１のポジションを試薬ローダ
６の近傍に位置付けるための、試薬搬入・搬出移動（動作５）を実行する。
【００７４】
　試薬容器移動機構２０は、外周ホルダ５１の回転駆動により搬送されてきた試薬容器を
攪拌機構のアクセス位置に引き込むための磁性粒子撹拌前移動（動作６）、及び、磁性粒
子攪拌が終了した試薬容器を攪拌機構のアクセス位置から取り除くための磁性粒子撹拌後
移動（動作７）を行う。また、搬入対象の試薬容器を試薬ローダから外周ホルダ５１に移
動させ、もしくは搬出対象の試薬容器を外周ホルダ５１から試薬ローダへ移動させるため
の試薬搬入・搬出動作（動作８）を実行する。
【００７５】
　１サイクル中には、分析動作を実行するために、外周ホルダ５１および試薬容器移動機
構が動作１～動作４および動作６～動作７を実行するタイミング（第一の時間帯７１）が
確保されている。第一の時間帯７１では、オペレータの指示に応じて試薬ローダ６は任意
のタイミングで上下動作することが可能であり、試薬容器の搬入・搬出動作を実行できる
。一方、試薬容器を試薬保管庫５に出し入れするための搬入出動作を実行するために、外
周ホルダ５１および試薬容器移動機構が、動作５および動作８を実行するタイミング（第
二の時間帯７２）も確保されている。第二の時間帯７２では、試薬容器移動機構が試薬ロ
ーダに対してアクセスする可能性があるため、試薬ローダ６はオペレータの指示があって
も上下動しない。なお、本実施例においては、第二の時間帯７２は、動作３と動作４の間
に設けられているが、この限りではなく、１サイクル中に少なくとも１回は第二の時間帯
が設けられていれば良く、１サイクルに複数回の第二の時間帯７２を設けても良い。また
、複数サイクルに１回の割合で第二の時間帯７２を設けるようにしても良い。
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【００７６】
　第二の時間帯７２を設けるタイミングおよび頻度については、各分析工程のうち、例え
ば、第二試薬分注が１回実施されるときに対象の試薬容器４が使用済み（試薬状態が使用
不可能状態）となる可能性があるため、１サイクル時間内に少なくとも１回設けることが
好ましい。本実施例では、１サイクル時間内に１回としたが、試薬ローダ６のポジション
数が５以上であり、分析中の試薬容器４の入れ替えが頻繁であり、短時間に大量の試薬容
器４の搬入出移動を行うことができる自動分析装置の場合は、１サイクル時間内に２回、
３回、というように分析動作と機構の使用が重複しない範囲で試薬搬入・搬出移動動作の
実施回数を増やしてもよい。第二の時間帯７２が１サイクル中に１回設けられている場合
には、そのサイクル中に搬入動作または搬出動作のいずれか一方を実行することになるが
、第二の時間帯７２が複数回設けられている場合は、搬出のための第二の時間帯、搬入の
ための第二の時間帯、のようにそれぞれ個別に設定しても良い。
【００７７】
　なお、搬入または搬出すべき試薬容器がない場合には、第二の時間帯では外周ホルダも
試薬容器移動機構も動作しない。
【００７８】
　１サイクル中に第一の時間帯と第二の時間帯を設けることにより、操作画面やローダス
イッチなどの手段を介してオペレータより指示を受けたタイミングで、試薬搬入・搬出移
動動作をすることができる。
【００７９】
　図８は、第二の時間帯７２が１サイクル中に１回設けられている場合、試薬容器４の搬
入動作と搬出動作のどちらを実行するかの判定するフローについて説明する。
【００８０】
　まず、試薬容器の搬入出が実行可能なタイミングが開始すると、機構動作制御部１１９
ｄは試薬搬入・搬出情報記憶部１１９ｆから試薬搬入依頼情報と試薬搬出依頼情報を取得
する（ステップＳ８０１）。取得した試薬搬入依頼情報から、試薬搬入依頼の有無を確認
する（ステップＳ８０２）。
【００８１】
　対象の試薬容器４について試薬搬入依頼がある場合（ステップＳ８０２；ＹＥＳ）は試
薬ポジション情報記憶部１１９ｈより試薬保冷庫５の試薬ポジション状態情報を取得する
（ステップＳ８０３）。取得した試薬保冷庫５の試薬ポジション状態情報から外周ホルダ
５１の全てのポジションが満杯かを確認する（ステップＳ８０４）。
【００８２】
　試薬保冷庫５が満杯でない場合（ステップＳ８０４；ＮＯ）、機構動作制御部１１９ｄ
は試薬保冷庫５、及び試薬容器移動機構２０の試薬搬入動作の機構制御情報を作成し（ス
テップＳ８０５）、機構制御情報を機構制御情報記憶部１１９ｉに記憶する（ステップＳ
８１０）。
【００８３】
　ステップＳ８０２にて試薬搬入依頼がない場合（ステップＳ８０２；ＮＯ）、または、
ステップＳ８０４にて試薬保冷庫５が満杯の場合（ステップＳ８０４；ＹＥＳ）、機構動
作制御部１１９ｄはステップＳ８０１で取得した試薬搬出依頼情報から、試薬搬出依頼の
有無を確認する（ステップＳ８０６）。対象の試薬容器４について試薬搬出依頼がない場
合（ステップＳ８０６；ＮＯ）は処理を終了する。
【００８４】
　対象の試薬容器４について試薬搬出依頼がある場合（ステップＳ８０６；ＹＥＳ）は試
薬ポジション情報記憶部１１９ｈより試薬ローダ６の試薬ポジション状態情報を取得する
（ステップＳ８０７）。取得した試薬ローダ６の試薬ポジション状態情報から試薬ローダ
６が満杯かを確認する（ステップＳ８０８）。試薬ローダ６が満杯の場合（ステップＳ８
０８；ＹＥＳ）は処理を終了する。
【００８５】
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　試薬ローダ６が満杯でない場合（ステップＳ８０８；ＮＯ）、機構動作制御部１１９ｄ
は試薬保冷庫５、及び試薬容器移動機構２０の試薬搬出動作の機構制御情報を作成し（ス
テップＳ８０９）、機構制御情報を機構制御情報記憶部１１９ｉに記憶する（ステップＳ
８１０）。
【００８６】
　なお、前提として、自動分析装置１００は、試薬保冷庫５の外周ホルダ５１のポジショ
ンに試薬容器４が満杯に設置されている場合は、新規の試薬を装置内に搬入することはで
きない。そのような状態を防ぐため、本発明における自動分析装置では、残量切れや有効
期限切れなどの要因で使用できなくなった試薬容器や、ユーザより搬出指示があった試薬
容器は、発生した都度、上述した第二の時間帯を利用して外周ホルダ５１から試薬ローダ
６へ自動的に移動させ、外周ホルダ５１上に可能な限り空きポジションを確保するように
している。
【００８７】
　これにより、ユーザがローダスイッチ等の入力により試薬ローダ６の上昇を指示すると
、試薬ローダ６が上昇し、試薬ローダ６のポジション内に収容された試薬容器４は試薬保
冷庫５外部へ搬出される。このような動作により試薬保冷庫５の外周ディスクに空きポジ
ションを確保した後、ユーザは試薬保冷庫５内に搬入する試薬容器４をポジションに設置
して試薬ローダ６の下降を指示することにより、試薬保冷庫５内に試薬容器４を搬入する
ことができる。
【００８８】
　また、搬出対象の試薬容器は発生した都度、試薬ローダ６の空きポジションに移動され
るため、搬入依頼の試薬容器と搬出依頼の試薬容器が試薬保冷庫内に存在している場合に
も、搬入依頼の試薬容器を優先して移動させることが可能となり、必要な試薬容器を迅速
に補充することができる。
【００８９】
　また、試薬保冷庫５への試薬搬入出移動を開始する前に、試薬搬入・搬出管理部１１９
ａや入力部１９ｃからの試薬搬入依頼情報や試薬搬出依頼情報が試薬搬入・搬出情報記憶
部１１９ｆに記憶されるため、機構動作制御部１１９ｄは試薬保冷庫５と試薬容器移動機
構２０に対して、１サイクル時間に必ず一回、試薬容器４の搬入出のための動作を行わせ
ることができる。本実施例では自動分析装置１００は免疫自動分析装置としているが、生
化学などの自動分析装置でもよいこととし、分析工程や機構の構成に依存して試薬保冷庫
５、試薬ローダ６、及び試薬容器移動機構２０の分析動作の内容は変わる。
【００９０】
　次に図９を用いて、試薬容器４の搬入出の可否をオペレータが確認する画面について説
明する。表示部１９ｂは、試薬搬入・搬出可否表示部１１９ｋを有しており、試薬搬入・
搬出可否表示部１１９ｋは試薬搬入・搬出可否確認画面２２を有している。
【００９１】
　図９に示すように、試薬搬入・搬出可否確認画面２２は、装置名称表示部２２ａ、試薬
搬入・搬出可否情報表示部２２ｂ、試薬搬入・搬出要求結果表示部２２ｃ、及び、画面ク
ローズボタン２２ｄを有している。
【００９２】
　試薬搬入・搬出可否確認画面２２は表示部１９ｂから開くことができ、試薬搬入・搬出
可否情報と試薬搬入・搬出要求結果を表示する。オペレータは画面クローズボタン２２ｄ
を押すことで試薬搬入・搬出可否確認画面２２を閉じることができる。試薬搬入・搬出可
否確認画面２２の試薬搬入・搬出可否情報は、装置名称表示部２２ａと試薬搬入・搬出可
否情報表示部２２ｂから構成されている。オペレータは試薬搬入・搬出可否確認画面２２
を参照することにより、分析モジュール毎に試薬搬入・搬出可否情報を確認することがで
きる。
【００９３】
　試薬搬入・搬出可否確認画面２２の試薬搬入・搬出要求結果は、試薬ローダスイッチ２
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１を介してオペレータが自動分析装置１００に試薬搬入・搬出を要求した際に、日付、時
刻、対象分析モジュール、及び、試薬搬入・搬出要求結果を試薬搬入・搬出要求結果表示
部２２ｃに表示する。試薬搬入・搬出要求結果表示部２２ｃはスクロールすることで過去
の要求の処理結果も確認することができる。
【００９４】
　試薬搬入・搬出管理部１１９ａは、周期的に、機構動作制御部１１９ｄから各機構の制
御状況情報を取得し、装置状態管理部１１９ｅより装置状態情報を取得している。取得し
た情報に基づいて試薬容器の搬入出の可否を判定し、その結果を試薬搬入・搬出可否情報
として試薬搬入・搬出情報記憶部１１９ｆへ保存する。このとき、試薬搬入・搬出可否情
報が更新前と更新後で異なる場合、試薬搬入・搬出管理部１１９ａは試薬搬入・搬出可否
表示部１１９ｋへ試薬搬入・搬出可否情報の表示の更新を要求する。
【００９５】
　試薬搬入・搬出可否情報の表示の更新要求を受けた試薬搬入・搬出可否表示部１１９ｋ
は試薬搬入・搬出可否確認画面２２を更新し、装置名称表示部２２ａに表示された分析モ
ジュールに対応する試薬搬入・搬出可否情報表示部２２ｂに対して最新の試薬搬入・搬出
可否情報を表示する。オペレータは試薬搬入・搬出可否確認画面２２を確認することによ
り、自動分析装置１００が試薬容器４の搬入、及び搬出が可能な状態であるか否かを認識
することができる。
【００９６】
　本発明の実施例においては、試薬搬入・搬出可否確認画面２２は試薬搬入・搬出可否情
報、及び、試薬搬入・搬出要求結果の両方を表示するものとしているが、試薬搬入・搬出
可否情報、または試薬搬入・搬出要求結果のいずれか一方のみを表示するものでもよく、
また、それぞれの情報を別の画面に表示するものでもよいこととし、この限りではない。
【００９７】
　図１０は、オペレータが試薬ローダスイッチ２１の入力により試薬容器４の搬入出の指
示したときの処理フローである。
【００９８】
　オペレータは試薬ローダスイッチ２１を操作することで、試薬容器４の搬入出の開始を
自動分析装置１００に指示することができる。オペレータが試薬ローダスイッチ２１を押
したことを検知すると（ステップＳ１００）、試薬搬入・搬出要求入力部１１９ｊは試薬
搬入・搬出管理部１１９ａに対して試薬容器の搬入出動作の開始を要求する。試薬搬入・
搬出管理部１１９ａは、試薬搬入・搬出情報記憶部１１９ｆより試薬搬入・搬出可否情報
を取得し、試薬容器４の搬入出が実行可能か否かを確認する（ステップＳ１０１）。試薬
容器の搬入出動作が実行可能か否かの判断は、ポジション状態情報や、装置状態情報を参
照して決定する。具体的には、外周ホルダ５１に空きポジションがあるか否か、装置状態
が試薬容器の搬入出動作が可能な状態であるか否かによる。
【００９９】
　試薬容器４の搬入出が可能である場合（ステップＳ１０２；ＹＥＳ）、試薬搬入・搬出
管理部１１９ａは試薬容器４の搬入、及び、搬出処理を開始する（ステップＳ１０３）。
その後、試薬搬入・搬出管理部１１９ａは試薬搬入・搬出可否表示部１１９ｋに試薬容器
４の搬入、及び、搬出要求が受け付けられたことを試薬搬入・搬出可否確認画面２２の試
薬搬入・搬出要求結果表示部２２ｃに表示し（ステップＳ１０４）、処理を終了する（ス
テップＳ１０５）。
【０１００】
　一方、試薬容器４の搬入出が不可能である場合（ステップＳ１０２；ＮＯ）、試薬搬入
・搬出管理部１１９ａは試薬搬入・搬出可否表示部１１９ｋに試薬容器４の搬入、及び、
搬出が受け付けられないことを試薬搬入・搬出可否確認画面２２の試薬搬入・搬出要求結
果表示部２２ｃに表示し（ステップＳ１０４）、試薬容器４の搬入、及び、搬出処理は実
施しない。試薬搬入・搬出可否確認画面２２の試薬搬入・搬出要求結果表示部２２ｃを確
認することで、オペレータは試薬搬入・搬出要求が受け付けられたか否かを認識すること
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ができる。
【０１０１】
　本発明の実施例においては試薬ローダスイッチ２１はハードウェアスイッチとしている
が、表示部１９ｂの画面上のキーのようなソフトウェアスイッチでもよく、この限りでは
ない。
【符号の説明】
【０１０２】
１…サンプル容器
２…サンプル容器ラック
３…ラック搬送ライン
４…試薬容器
４ａ…内側ボトル
４ｂ…中間ボトル
４ｃ…外側ボトル
４ｄ…個体識別標識
５…試薬保冷庫
５１…外周ホルダ
５２…内周ホルダ
５３…ポジション
６…試薬ローダ
６ａ…試薬ローディング位置
６ｂ…ＲＦＩＤ読み取り位置
６ｃ…試薬設置位置
７…試薬保冷庫カバー
７ａ…試薬保冷庫カバー開口部
８…反応容器
９…インキュベータディスク
１０…サンプル分注機構
１１…試薬分注機構
１２…反応容器・サンプル分注チップ収納部
１３…反応容器・サンプル分注チップ収納部
１５…廃棄孔
１６…搬送機構
１６ａ…チップ装着位置
１７ａ，１７ｂ…ノズル
１８ａ，１８ｂ…検出ユニット
１９…制御装置
１９ａ…制御部
１１９ａ…試薬搬入・搬出管理部
１１９ｂ…試薬状態管理部
１１９ｃ…試薬ポジション管理部
１１９ｄ…機構動作制御部
１１９ｅ…装置状態管理部
１９ｂ…表示部
１１９ｋ…試薬搬入・搬出可否表示部
１９ｃ…入力部
１１９ｊ…試薬搬入・搬出要求入力部
１９ｄ…記憶部
１１９ｆ…試薬搬入・搬出情報記憶部
１１９ｇ…搭載中試薬情報記憶部
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１１９ｈ…試薬ポジション情報記憶部
１１９ｉ…機構制御情報記憶部
２０…試薬容器移動機構
２１…試薬ローダスイッチ
２２…試薬搬入・搬出可否確認画面
２２ａ…装置名称表示部
２２ｂ…試薬搬入・搬出可否情報表示部
２２ｃ…試薬搬入・搬出要求結果表示部
２２ｄ…画面クローズボタン
１００…自動分析装置
７１…第一の時間帯
７２…第二の時間帯

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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